
持続可能な社会の構築に向けて

この35名の赤ちゃんたちが成人する

20年後の未来は、

どんな社会になっているのでしょうか？

自然あふれる地球と調和した、

笑顔いっぱいの幸せな社会……

サステナブル（持続可能）な社会を

実現するために、わたしたちは企業としての役割、

大人としての責任を果たしていきます。

夢のある未来への思いを込めて、

大和証券グループ社員の子どもたちの笑顔で

表紙を飾りました。

わ たした ち に で きる こと
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全 編

CSR報告書2010全編は
Webサイトをご覧ください。
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大和証券グループCSR報告書2010の概要

※GRI（Global Reporting Initiative）:持続可能性報告に関する
   世界共通のガイドラインの立案、普及を目的にする団体

　本報告書は、大和証券グループの持続可能な社会構築
に向けた活動を、わかりやすく開示すること、および現状
と課題を自己評価することを目的に、2002年度から継
続的に発行しています。
　CSR報告書2010では、より多くのステークホルダーの
皆様に当社の考え方と取組みを知っていただくために、冊
子を特集編として、特にお伝えしたい情報に絞ることで読
みやすく理解しやすい内容としました。
　ステークホルダーごとの取組みと課題・目標などを含む
全編は、Webサイトにて報告します。
　また冊子、Webともに、持続可能性報告の国際的なガ
イドラインであるGRI※のサステナビリティレポーティング
ガイドラインを参考とし、誠実な開示に努めています。

編集方針

株式会社 大和証券グループ本社 CSR室

電話番号 （03）5555-1111（代表）

eメールアドレス daiwacsr@dsgi.daiwa.co.jp

URL http://daiwa-grp.jp/csr/

お問い合わせ先

本書の対象範囲など
対象読者：
主にお客様、株主・投資家、社員をはじめ、取引先、政府、
NPO／NGO（非営利組織）、大和証券グループの属す
る地域社会、教育機関、役職員の家族など、大和証券グ
ループの幅広いステークホルダーの方々です。
報告対象範囲：
原則として当社グループ主要全社（特集編26ページご
参照）。ただし全項目についてそれら主要会社すべての
情報を網羅しているわけではなく、各社の規模や事業内
容などに応じて記載しています。数値データには、それぞ
れの対象範囲を明記しています。
報告対象期間：
2009年度（2009年４月～2010年3月）。一部には、
2008年度以前や、2010年度に予定されている活動
情報も含まれています。
発行時期：
2010年6月
（前回発行：2009年6月、次回発行予定：2011年6月）

CSR報告書2010全編は

マネジメント・社会・環境など
活動の詳細情報

全編（Webサイト）

CSR重要課題・
トップメッセージ

など

特集編（冊子）

大和証券グループCSR報告書2010の概要
トップメッセージ
大和証券グループの使命と企業理念

金融機能を活用して持続可能な社会に貢献する
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健全な金融・資本市場を発展させ次の世代につなげる

　 社員が「働きがい」を感じる職場をつくる

 持続可能な金融ビジネスとCSR

CSR課題・実績と目標
大和証券グループの概要
事業内容

大和証券グループのCSR

　●大和証券グループのCSR
　●重要課題1
　　金融機能を活用して持続可能な社会に貢献する
　●重要課題2
　　健全な金融・資本市場を発展させ
　  次の世代につなげる

マネジメント

　●CSRマネジメント
　●コーポレート・ガバナンス
　●コンプライアンス
　●情報開示（ディスクロージャー）

社会性報告

　●お客様とのかかわり
　●株主とのかかわり
　●社員とのかかわり
　●社会とのかかわり

環境報告

　●大和証券グループの環境負荷

経済性報告

　●ステークホルダーとの経済的かかわり

第三者意見 
社外からの評価 
大和証券グループCSR活動のあゆみ 
GRIガイドライン内容索引 

13

17

21

23
25
26

ステークホルダーダイアログ②

ステークホルダーダイアログ①

ステークホルダーダイアログ②

CSR報告書2010  特集編（冊子版）
目　次

CSR報告書2010  Webサイトのみの掲載事項
目　次

重要課題1

重要課題2

http://www.daiwa-grp.jp/csr/report2010/
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リテール

大和証券

証券事務代行、
店舗管理等

大和証券
投資信託委託

ホールセール

グループサポート事業

1. リテール
大和証券の全国119（2010年4月現在）の店舗網、コールセンター、イ
ンターネットのチャネルを通じて、「ダイワ・コンサルティング」「ダイワ・
ダイレクト」の2つのコースを用意し、主に個人、未上場法人などのお
客様を対象に幅広い金融商品・サービスを提供し、お客様の資産運用
をサポートしています。（主要会社は大和証券）
 
2. ホールセール
国内外の機関投資家や事業法人、金融法人等を対象に、セールスおよ
びトレーディング業務ならびに投資銀行業務を行なっています。セール
スおよびトレーディング業務は、機関投資家を中心とするお客様を対象
に有価証券・金融商品などの販売や注文の取次ぎを行います。投資銀
行業務は、事業法人、金融法人等のお客様の資金調達にかかわる業務
を通して、事業拡大から財務・資本戦略までをサポートしています。（主
要会社は大和証券キャピタル・マーケッツ）
 
3. アセット・マネジメント
株式投資信託、公社債投資信託、私募投資信託等の開発・運用、およ
び年金等の資金や不動産投資信託の運用受託業務を行なっています。

（主要会社は大和証券投資信託委託、大和住銀投信投資顧問および大
和リアル・エステート・アセット・マネジメント） 

4. 投資
投資ファンドの組成または大和証券グループの自己資金により、プライ
ベート・エクイティ、ベンチャー投資、事業再生、金銭債権、不動産等
への投資を行なっています。（主要会社は大和SMBCキャピタル※、大和
証券SMBCプリンシパル・インベストメンツおよび大和PIパートナーズ） 

5. リサーチ、コンサルティング、システム
国内外の機関投資家、事業法人、金融法人、公的機関等を対象に、リサ
ーチレポート等による情報提供、経営コンサルティング、IT サービスな
どを行なっています。（主要会社は大和総研および大和総研ビジネス・
イノベーション） 

6. 証券事務代行、店舗管理等
証券関連の事務代行業務や、不動産コンサルティングなどを行なって
います。（主要会社は大和証券ビジネスセンターおよび大和プロパティ） 

大和証券グループは、グループ各社の株式を保有する大和証券グループ本社と、大和証券、大和証券キャピタル・
マーケッツという2つの証券会社を中心に、証券に関連するサービスを提供するさまざまな会社によって構成され、
総合的な証券サービスを提供しています。

グループコア4事業

大和証券
キャピタル・
マーケッツ

大和証券
キャピタル・
マーケッツ
ヨーロッパ
リミテッド

マーケッツ
ヨーロッパ
リミテッド

大和証券
キャピタル・
マーケッツ
香港
リミテッド

マーケッツ
香港
リミテッド

大和証券
キャピタル・
マーケッツ
アメリカ

ホールディングス

大和住銀
投信投資
顧問

大和証券SMBC
プリンシパル・
インベストメンツ

大和リアル・
エステート・アセット・
マネジメント

大和SMBC
キャピタル※

大和総研
ホールディングス

大和PI
パートナーズ

大和総研
ホールディングス

大和総研
ビジネス・
イノベーション

大和総研

大和証券
ビジネスセンター

大和
プロパティ

投資アセット・
マネジメント

リサーチ、
コンサルティング、

システム

大和証券グループ本社

※2010年7月1日付で大和企業投資株式会社に商号変更予定
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事業内容 A B O U T  D A I W A  S E C U R I T I E S  G R O U P



C SR報告書
2010

大和証券グループ

Webサイトのみの掲載事項


































































































































































































	DAIWA_2010_CSR全編_H1
	全編目次
	DAIWA_2010_CSR_WEB_H1
	DAIWA_2010_CSR_本文
	DAIWA_2010_CSR_全編H4



